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「新年賀詞交歓会」
　新年を祝う賀詞交歓会が 1月27日（土）の
午後5時から、東京都港区のシェラトン都
ホテル東京で開かれた。会員やその家族ら
約80人が出席し新年のあいさつを交わした。
　冒頭、柗本俊洋会長は「ふるさと奈良は大
勢の観光客で賑わっているようだ。今後、
複数のホテルが開業するなど変わりつつあ
る。2020年のオリンピック・パラリンピッ
クにはさらに多くの観光客が奈良を訪問し
てくれるだろう。改めてふるさとを見直し
応援していきたい。きょうは美味しい料理
を食べて楽しみましょう」とあいさつした。

　続いて青山幸嗣奈良県東京事務所長が「あと1時
間ほどで今年の若草山焼きが始まる。昨日からは
新たな冬の行事、大立山祭が行われている。天平
祭や音楽の祭典ムジークフェストなど四季折々に
イベントが行われる。今後、旧奈良監獄を使った
ホテルなどいくつかの宿泊施設がオープンする予
定だ。少しずつ変わる奈良を帰られたときに感じ
てもらえれば」などと話し、乾杯の音頭を取った。
　奈良県選出国会議員や奈良県学生寮「養徳学舎」

（東京都文京区）の舎監と寮生3人があいさつした
後、初参加者14人が自己紹介を行った。

　さらに奈良のホテル宿泊券や奈良県
産食材など豪華景品が当たる抽選会が
行われ大いに盛り上がった。
　テーブルには奈良県の地酒や柿の葉
すしなど郷土の味が並べられ、参加者
は「懐かしい味」と舌鼓を打った。最後
に齊藤宗孝理事が指揮を執り全員で「奈
良県民の歌」を歌い、会を閉じた。

郷土を語り
人々の輪が拡がる 東京奈良県人会レター
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新年のあいさつをする柗本会長

乾杯の音頭を取る青山所長

奈良県民の歌の指揮を執る齊藤理事
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若手の会  第２２回例会

奈良としょうゆ
　第22回例会が3月2日（金）19時から東京都中央区の奈良まほろば館で開かれた。奈良県醤油工業協同
組合代表理事の大方豊ニシキ醤油株式会社社長（斑鳩町）が奈良県の醤油の歴史や現状などについて講演
した。会員ら約40人が参加した。

　同組合は醤油の原型で奈良時代の人たちが食していたと言われる「ひしお」について様々な古文書や記録
を参考に、奈良県の食文化を研究する「なら食」研究会と奈良県工業技術センターが協力し「古代ひしお」を
再現した。「古代ひしお」は、肉や魚、野菜、穀物などを塩漬けにして発酵させた食品。味噌や醤油とひと
味違い独特の香りとうまみが様々な料理に合う。

　奈良県内の醤油会社は年々減少の一途で現
在、組合員数は全19社。

　大方代表は「我々は奈良時代の人たちと同じ
味を共有している。歴史ある奈良の醤油を未来
に残したい」と話した。

　講演後、参加者は明日香村の徳星醤油醸造
場の吉田伸昭さんを交えて交流会を開催。奈
良の醤油を使った様々な料理に舌鼓を打った。

「古代ひしお」について講演する大方豊代表

奈良の醤油を使った料理を食べながら交流する会員ら
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奈良県の地方創生に対する応援をお願いします！！

　奈良県では、平成２０年５月から「ふるさと納税」の制度を活用して奈良県を応援していただけるよう、「ふるさ
と奈良県応援寄付金」を設けています。
　この「ふるさと納税」とは、現在お住まいの都道府県や市町村に納税されている個人住民税の一部を、応援し
たい（ふるさとと思う）地方公共団体に対し、寄付というかたちで納付していただくことのできる制度です。
　応援いただいた寄付金については、ご希望のテーマに活用させていただきます。

寄付金の募集テーマ　※①～②のテーマ以外もご希望いただけます。

　 ①文化財の保存及び活用・観光の振興　　②医療の提供体制の充実
 　�なお、県外にお住まいの個人の方で、一定額以上の寄付をしていただいた方にはささやかですが奈良県の特産品など

を送付させていただきます。ぜひ、この制度をご利用いただき、奈良県の地方創生に対する応援をお願いします。

  
お問い合わせ 〒630-8501　奈良市登大路町３０番地

ふるさと奈良県応援寄付金受付窓口（奈良県知事公室政策推進課内）
電話番号：0742-27-8306　　FAX：0742-22-8012

奈良まほろば館からのお知らせ
▪日本のふるさと奈良回帰展　期間：6月12日（火）〜6月24日（日）
概要：�奈良県は皇室とのつながりが深く、皇室の方が多く訪れる地です。皇室の方が訪れた奈良県内の場所を奈良新

聞に掲載した写真やフォトコンテストで受賞した写真展示を通し〝奈良〟を再認識してみませんか。�　（奈良新
聞社連携企画）

▪「東吉野村を知る」~村の特産品と自然の魅力を紹介します!~　期間：6月23日（土）〜6月24日（日）
概要：�割り箸や柚子を活用した商品などの東吉野村の特産品の販売、吉野杉や檜で作られた木工作品の展示と東吉

野村の四季折々のパネル展を開催します。

▪神仏霊場会奈良ブロック「鎮護の道」10周年事業　期間：6月25日（月）〜7月1日（日）
概要：�神仏霊場会発足10周年を記念し、神仏霊場会の奈良ブロック加盟30社寺のパネルや鉛筆画などを展示し「奈

良・鎮護の道」巡礼キャンペーン開催します。

▪大和さくらいブランド認定品のご紹介（仮）　期間：7月3日（火）〜7月11日（水）
 概要：��大和さくらいブランド認定品の展示・販売などのプロモーションイベントを開催します。

  
お問い合わせ 奈良まほろば館　電話番号：03-3516-3931

「ときのもり」からのお知らせ
平成28年 1月に港区白金台にオープンした奈良の「食」と「魅力」の発信拠点です。

▪レストラン“シエル エ ソル”から
奈良の素材をたくさん使ったフレンチをお楽しみください。ご来店をお待ちしています。

  
お問い合わせ シエル エ ソル　電話番号：03-6721-7110

▪カフェ&ショップ“LIVRER リヴレ”から
毎月第2・第4土曜日開催の「ときのもりマルシェ」が好評です。
�奈良から届く季節の新鮮な大和野菜や、こだわりのパン、秋篠の森より届く花束や、マルシェ限定のお菓子や商品が
ときのもりの軒先に並びます。ふるさとの奈良を感じに是非お越しください。

  
お問い合わせ LIVRER（リヴレ）　電話番号：03-6277-2606
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　本年4月1日の人事異動により、奈良県東京事務所の所長として参りました浅田と申します。
東京奈良県人会の皆様におかれましては、日頃から本県の文化普及、経済社会の発展など多大
なご協力を賜り感謝するとともに厚くお礼申し上げます。
　奈良から遠く離れた東京の地で、奈良にゆかりのある多くの方々が、集い、活発な活動をなさ
れていることを心強くまた有りがたく思うしだいです。
　この場をお借りして、少し本県の状況を紹介させて頂きます。
　戦後、大阪のベッドタウンとして発展してきた奈良は、他県に比べ、人口の減少と高齢化が 
急速に進んでいます。
　この影響を緩和し持続的に発展するため、荒井知事のもと様々な取組が進められております。
例えば、
　⃝健康寿命日本一を達成し、高齢者や障害者を含む誰もが健やかに暮らせる地域づくり。
　⃝経済の好循環を促進し、働きやすく、良く学べる地域社会づくり。
　⃝観光資源や歴史・文化資源を活用した誘客・観光産業振興。
　⃝農・畜産・水産業の振興・農村活性化や、林業・木材産業の振興。
　⃝南部・東部地域の振興。
　⃝県と市町村の連携・協働による「奈良モデル」にもとづく、まちづくりや行政の効率化。
　　など、様々な分野で多くの取組が進行しております。
　このような奈良県の取組を応援して頂ける制度として「ふるさと納税」の制度がございます。本県では、「ふるさと奈良県 
応援寄付金」として広く寄付を募っております。寄付金額に応じて個人住民税・所得税が大幅に軽減されますので、お力 
添え・ご支援を頂ければ幸いでございます。ぜひ、東京事務所までお問い合わせ下さい。
　皆様には、ふるさと奈良の情報をお伝えし、併せて皆様の思いを拝聴し交流を深めて参りたいとの思いでおりますの
で、何卒、ご支援ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　最後になりますが、県人会皆様のますますのご健勝、ご活躍を祈念いたしましてご挨拶とさせていただきます。

平成30年5月　発行

今後の予定

奈良県東京事務所人事異動情報

◉平成30年度総会・懇親会のご案内
来る6月16日（土）水月ホテル鴎外荘（東京・上野）にて、平成30年度総会を12時より開催いたします。会場の詳細や
出欠のご回答などは同封しましたご案内を参照ください。またご欠席の方はハガキにて委任状をご提出くださいますよ
うご協力お願い申し上げます。

会費納入のお願い

ごあいさつ

奈良県東京事務所長
浅田 輝男

2018年4月1日付けで東京事務所に転入（丸カッコは前任）
東京事務所長 浅田 輝男 （地域振興部市町村振興課長）
課長 中村 純人 （農林部企画管理室予算経理係長）
行政課長 大槻 武司 （教育委員会事務局企画管理室総務予算係長）
情報発信課長 浅葉 容子 （地域振興部国民文化祭・障害者芸術文化祭課課長補佐）
情報発信課主査 野村 貴浩 （農林部農業水産振興課）
情報発信課主事 森本 善智 （くらし創造部スポーツ振興課）

2018年3月31日付けで東京事務所から転出
福祉医療部理事 青山 幸嗣 （東京事務所長）
県土マネジメント部道路建設課課長補佐 山本 恭之 （行政課長）
地域振興部南部東部振興課課長補佐 林 増寿夫 （情報発信課長）
農林部奈良の木ブランド課　木材利用促進係長 小川 友文 （情報発信課）
農林部畜産課　主任主査 西田 尚子 （情報発信課）

＜3月15日付け退職＞
主任主査 大森 大 （行政課）

［振込先］
ゆうちょ銀行  郵便局用振替用紙（口座番号等：00170-2-323480）
※�他金融機関からの振込の場合は〇一九（ゼロイチキュウ）店　（当）0323480
南都銀行  東京支店（普）2002626  
一般社団法人東京奈良県人会

［年会費］ 
賛助会員：1口2万円×2口以上 
参与会員：1万円 　一般会員：3千円

新年度の年会費のお支払いにつきましては、


